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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
ベースボードと、抑えシートとを有し、物品を収納して外箱内に格納する物品運送用梱包
具であって、
　ベースボードは、運搬すべき物品を定位置に支える方形の板であり、
　抑えシートは、少なくとも両端がベースボードの両立下り部分の端縁に固定され、ベー
スボード上の物品の表面を覆い、立下り部分の折り曲げにより、緊張して物品をベースボ
ードに押付け、物品の横ずれを阻止してこれを定位置に保持させるものであり、
　ベースボードは、板面に付された折曲線によって区画された折り返し部分をベースボー
ドの両端及び両側部分に有し、
　折り返し部分は、折曲線に沿ってベースボードの両端及び両側部分を上下に折り返す部
分であり、
　折り返された部分は、一部側方に張り出して下方及び側方に緩衝用空間を形成するもの
であり、
　各折曲線が合流する合流点には、各折曲線の位置を頂点とする多角形の開口が開けられ
ており、
　多角形の開口は、ベースボードを折り返すときの基点として折り返し部分を予め設定さ
れた折曲線からのずれを阻止するとともに、折り返し後は、側方に張り出した部分の尖り
を消失させて外箱の破損を防止するものであることを特徴とする物品運送用梱包具。
【請求項２】



(2) JP 4920747 B2 2012.4.18

10

20

30

40

50

　折り返し部分は、立上り部分と、立下り部分と、保形部分とを有し、
　立上り部分と、立下り部分と、保形部分とは、それぞれベースボード上の折曲線によっ
て区画され、
　立上り部分は、ベースボードの短辺側の両端縁から上向きに、立下り部分は、ベースボ
ードの長辺側の両側縁から下向きにそれぞれ折り返されて形成される部分であり、
　立下り部分は、ベースボードに直交する脚部分と、ベースボードと平行に折曲される底
部分とからなり、脚部分がベースボードに対して直角に折り曲げられ、さらに底部分がベ
ースボードと平行に折り曲げられ、立下り部分の脚部分の立上り高さの緩衝空間が形成さ
れ、
　脚部分の両端は鋭角をなして立上り部分につながり、両立上り部分につながるベースボ
ードの両端部分は中央部分より幅が広く、立下り部分を下向きに、立上り部分を上向きに
折り返したときに、脚部分の両端の三角形の部分がベースボードの側方に張り出してベー
スボードの両側に緩衝用空間が形成されるものであり、
　保形部分は、立上り部分の両端縁と立下り部分の両端縁との間に残されたベースボード
の四隅の部分であり、立上り部分と立下り部分とにつながり、立下り部分の端縁をベース
ボードの下面側に折曲することにより立上り部分と並行に折り返され、立上り部分を上向
きに折り返すことによって、起立して立下り部分を折り曲げ状態に保形するものであり、
　立上り部分と、立下り部分と、保形部分との各折曲線が合流する前記脚部分の両端の三
角形部分の先端に、各折曲線の位置を頂点とする多角形の開口を形成したことを特徴とす
る物品運送用梱包具。
【請求項３】
　前記脚部分の両端の三角形部分の先端には、立上り部分と、立下り部分と、保形部分と
を区画する５本の折曲線が合流し、各折曲線の位置を頂点として開けられた多角形の開口
は５角形であることを特徴とする請求の範囲第２項に記載の物品運送用梱包具。
【請求項４】
　立上り部分の両端に形成される保形部分は、上面開放の箱体を形成するものであり、前
記脚部分の両端の三角形部分の先端には、立上り部分と、立下り部分と、保形部分とを区
画する６本の折曲線が合流し、各折曲線の位置を頂点として開けられた多角形の開口は６
角形であることを特徴とする請求の範囲第２項に記載の物品運送用梱包具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はノートパソコンをはじめ各種の物品を格納して運搬する物品運送用梱包具、特
に宅配便に好適な物品運送用梱包具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ノートパソコンの普及にともない、ノートパソコンの運送の必要性が飛躍的に増大して
いる。最近では、ユーザからのノート型パソコンの修理、メモリ増設などの要求に対し、
メーカの補修センターへの直接の持ち込みではなく、郵便或いは宅配便でのみ受付けるケ
ースが見られる。
【０００３】
　この様なケースでは、ユーザからメーカへ発送されたノートパソコンを修理、保守、補
修した後、そのノートパソコンをメーカからユーザに返送するときにも郵便或いは宅配便
にて返送される。郵便或いは宅配便にてノートパソコンを運送するにあたって、その梱包
には、衝撃からノートパソコンが充分に保護されるような対策が必要である。
【０００４】
　ノートパソコンの輸送に際し、メーカ側からユーザに輸送するに際しては、その梱包に
充分な保護対策を講じ、あるいは、梱包の包装体を一定の品質に規格化することはもとよ
り可能であるが、ユーザにとっては、梱包材料の用意が無く、専用のノートパソコン運送
用梱包具が提供されない限り、梱包に充分な保護対策を講ずることは必ずしも容易ではな
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い。
【０００５】
　物品の輸送用梱包具として例えばＵＳＰ５，６７８，６９５号にベースボードとフレキ
シブルフィルムとの組合わせによる梱包具が記載されている。この梱包具は、図１１のよ
うに長方形のベースボード２１の板面に、抑えシート２２としてフレキシブルフィルムを
重ね、両縁をベースボードの端に接着したものである。　収納物品Ｍは、図１２のように
ベースボード２１と抑えシート２２間にはさみ、図１３のように物品Ｍの両側のベースボ
ード２１の板面に付された折り曲げ線２３に沿って抑えシート２２が接着されたベースボ
ード２１の両側縁部分２４を物品の搭載面とは逆方向に折り返し、さらに図１４に示すよ
うにベースボード２１板面の両端部分２５を上方に起立させて運搬用の外箱２６内に格納
される。
【０００６】
　ところで、図１１に示すような構造の梱包具によるときには、ベースボード２１の両側
縁を裏側に折り返すことによって、抑えシート２２として用いられたフレキシブルフィル
ムは緊張し、収納物品は、フレキシブルフィルムに圧着されてベースボードの板面に定着
させて外箱２６内に物品Ｍを安定に支持することは可能であるが、図１４を見て明らかな
ように、物品Ｍは、両側縁部分２４の折り返し縁が下面に折り重ねられたベースボード２
１の上面に搭載されているのみであるため、物品を収納した外箱２６の運搬時その他取扱
い時に誤って外箱２６を落下させたような場合には、その衝撃が外箱２６の底からベース
ボード２１を通じて直接物品Ｍに衝撃力が作用し、物品を破損させる危険性が高いという
問題点がある。
【０００７】
　もっとも、ＵＳＰ５，６７８，６９５号に記載された梱包具には、この点に関しても例
えば、図１５に示すように、ベースボード２１に折り畳み部分２７を付設し、図１６のよ
うにこれをベースボード２１の物品搭載面の両側に起立させて物品の搭載面の下方に緩衝
空間を形成するといった案が提案されている。しかしながら、ベースボード２１に折り畳
み部分２７のような特別の部分を付設することは、ベースボード２１の台紙自体が大型と
なるだけでなく、組立てに余計な手数を要するといった問題が生じる。
【０００８】
　また、物品Ｍを落下などの衝撃から保護するための対策は、専ら抑えシート２２の押圧
による緊締力のみに依存するものであるため、収納物品が例えばノートパソコンのように
比較的薄くて重量が大きい物品であるときには、抑えシート２２の緊締力に抗してベース
ボード２１の板面を横滑りしてベースボード２１の側縁あるいは端縁に達し、このため、
外箱に加えられる衝撃が直接物品Ｍに加えられるといった事態が生じる危険性があった。
このような問題点を解決するため、発明者らは、先に特別の部分を付加する必要がなく、
抑えシートが貼り付けられたベースボードの部分を正規に折り曲げるだけでベースボード
の下方に緩衝空間が自ずから形成できる物品搬送用梱包具（１）、（２）（米国特許公開
番号　ＵＳ　２００６／０２１３８０３　Ａ１）を提案した。
【０００９】
　梱包具（１）は、図１７に示すように要するに物品３１をベースボード３６と、抑えシ
ート３７間に差込み、両立下り部分４１の脚部分３９をベースボード３６の端縁から下向
きに直角に折り曲げ、ついで底部分４０を水平に折り返し、さらに立上り部分４２をベー
スボード３６の両側縁から上向きに折り返して定型に組立てたものである。その結果、両
立下り部分４１は定位置に保持され、ベースボード３６と底部分４０間には、脚部分３９
に相当する高さの緩衝空間が自ずから形成され、また立上り部分４２につながる脚部分３
９の両端の三角形の部分３８を側方に張り出させて梱包具の側方にも緩衝空間が形成され
る。
【００１０】
　梱包具（１）では、立上り部分４２は、平板の折り曲げによって形成されたものである
が、その応用として立上り部分４２に、図１８のように箱体４９を形成した梱包具（２）
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を提案した。ところが、梱包具（１）の場合には、立上り部分４２につながる脚部分３９
の両端の三角形の部分３８の突端が、図１９（ａ）のように鋭く尖り、特にその応用とし
て立上り部分４２に、箱体４９を形成した梱包具（２）においては、図１９（ｂ）のよう
に三角形部分３８の尖端が側方に張り出して外箱４３の内壁を鋭く突くために、外箱に穴
が開くという問題を生じることが分かった。
【００１１】
　前記立上り部分４２、立下り部分４１は、ベースボード３６に引かれた折曲線によって
区画形成された部分であり、脚部分３９を形成する両折曲線の合流点に立上り部分の折り
曲げを容易に行うためとして円形の開口を設ける例を説明しているが、実際に円形の開口
を設けたときには、最初、ベースボードに付された折曲線に沿って立下り部分４１及び立
上り部分４２を折曲するときに、予定された折曲線からずれて折曲されてしまうという虞
があった。
【特許文献１】ＵＳＰ５，６７８，６９５号
【特許文献２】米国特許公開番号　ＵＳ　２００６／０２１３８０３　Ａ１
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　解決しようとする問題点は、立下り部分を下向きに、立上り部分を上向きに折り返した
ときに、梱包具の側方に張り出して形成される三角形の部分の尖端が外箱の内壁を突いて
外箱に穴が開くという問題が生じるという点である。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明は、組み上げられた梱包具に型崩れを生じさせることなく、側方に張り出した三
角形の部分の尖端による外箱の破損を防止することをもっとも主要な特徴とする。
【発明の効果】
【００１４】
　物品を梱包具のベースボードと、抑えシート間に差込み、両立下り部分の脚部分をベー
スボードの端縁から下向きに直角に折り曲げ、ついで底部分を水平に折り返し、さらに立
上り部分をベースボードの両側縁から上向きに折り返せば、各開口を基端として各折り曲
げ線に沿って正確に折曲されて定形に組み上げられ、ベースボードと底部分間には、脚部
分の相当する高さの緩衝空間が自ずから形成される。次に上記の要領で物品を収納した梱
包具を外箱に格納したときには、収納物品の両側、すなわち、脚部分と外箱内壁間には自
ずから緩衝空間が形成され、立上り部分につながる脚部分の両端の三角形の部分には尖端
が欠損して平坦面となるため、外箱の内面を損傷させない。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】（ａ）は、本発明の実施例１の梱包具を示す展開図、（ｂ）は（ａ）のＢ－Ｂ線
断面図である。
【図２】実施例１におけるベースボードに付された折曲線の合流点に開けられた開口形状
を示す図である。
【図３】（ａ）、（ｂ）、（ｄ）は、本発明の梱包具を用いて物品を梱包する要領を示す
図であり、（ｃ）は（ｂ）のＣ－Ｃ線断面図である。
【図４】物品を梱包した梱包具を外箱に格納する要領を示す図である。
【図５】外箱内で出の梱包具の張り出し状態を示すもので、図３（ｄ）のＤ－Ｄ線から矢
印の方向に梱包具を視た図である。
【図６】立上り部分にスリットを開口した例を示す図である。
【図７】実施例２の梱包具の展開図である。
【図８】実施例２におけるベースボードに付された折曲線の合流点に開けられた開口形状
を示す図である。
【図９】（ａ）～（ｃ）は、実施例２の梱包具を用いて物品を梱包する要領を示す図であ
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る。
【図１０】外箱内での梱包具の張り出し状態を示すもので、図９（ｃ）のＥ－Ｅ線から矢
印の方向に梱包具を視た図である。
【図１１】物品運送用梱包具の従来例の一つを示す展開図である。
【図１２】図１１に示す梱包具に物品を収納する様子を示す図である。
【図１３】ベースボードの一部を折り曲げて抑えシートを緊張させる様子を示す図である
。
【図１４】物品を保持させた梱包具を運搬箱内に収納する様子を示す図である。
【図１５】従来の物品運送用梱包具の他の例を示す展開図である。
【図１６】図１５の梱包具に物品を保持させて運搬箱に収納する時の組立て状態を示す図
である。
【図１７】（ａ）は、先に提案した梱包具（１）の斜視図、（ｂ）は（ａ）の縦断面図で
ある。
【図１８】（ａ）は、梱包具（１）を応用して立上り部分に、箱体を形成した梱包具（２
）を示す図である。
【図１９】（ａ）は、梱包具（１）の問題点、（ｂ）は梱包具（２）の問題点を示す図で
ある。
【符号の説明】
【００１６】
１　物品
２　梱包具
３　外箱
４　多角形の開口
５　下傾部分
６　ベースボード
７　抑えシート
８　三角形の部分
９　脚部分
１０　底部分
１１　立下り部分
１２　立上り部分
１３ａ、１３ｂ、１３ｃ　折曲線
１４、１４ａ、１４ｂ、１４ｃ、１４ｄ　折曲線
１５　多角形の開口
１６　保形部分
１７　スリット
１８　箱体の側壁
１９　箱体の端面
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　本発明は、三角形の突端によって外箱を破損から阻止するという目的を三角形部分を形
成する折曲線の合流点に、各折曲線が交差する点を頂点とする多角形の開口を形成するこ
とによって実現した。
【実施例１】
【００１８】
　本発明による物品運送用梱包具は、緩衝材を兼ねる内装体として、外箱内に収容すべき
物品を梱包するものである。
【００１９】
　本発明の梱包具は、ダンボール紙によって作られたものであり、梱包する物品は、例え
ばノートパソコンであるが、平らな物品に限らず、背の高い物品であってもよい。



(6) JP 4920747 B2 2012.4.18

10

20

30

40

50

　梱包具２は、図１に示すように、ベースボード６と、抑えシート７との組を有し、ベー
スボード６と、抑えシート７間に物品を保持して外箱内に収容するものである。
【００２０】
　図１（ａ）、（ｂ）において、梱包具２のベースボード６は、物品１を板の上面に支え
る長方形のダンボール板であり、折り返し部分を有している。折り返し部分は、折曲線に
沿ってベースボードの両端及び両側部分を上下に折り返す部分である。折り返された部分
は、一部側方に張り出して下方及び側方に緩衝用空間を形成する部分である。この実施例
においては、折り返し部分として、長辺側の板面の左右両側縁に立下り部分１１を有し、
短辺側の板面の前後両端縁．に立上り部分１２，１２と、ベースボード６の４隅に保形部
分１６を有している。
【００２１】
　立下り部分１１、立上り部分１２は、ベースボード６の両側縁および両端縁から先の部
分である。
【００２２】
　立下り部分１１は、脚部分９と、その先の底部分１０とからなり、脚部分９は、ベース
ボード６の板面に直交させる部分であり、底部分１０は、脚部分９の先を折り曲げてベー
スボード６と平行に配置させる部分である。脚部分９の中央部分は、一定の幅で、両端は
一点に収斂して三角形をなし、その三角形の部分８の鋭角の尖端が立上り部分１２につな
がっている。
【００２３】
　図中、１４ａ、１４ｂは、脚部分９と、底部分１０とを区画する折曲線、１４は、両折
曲線１４ａ、１４ｂの合流点から立上り部分１２の端縁に伸びる折曲線を示している。脚
部分９の両端の三角形の部分８は、折曲線１４ａ、１４ｂを合流させることによって形成
されたものであり、同時に立上り部分の基部には、両側に張り出した下傾部分５が形成さ
れる。
【００２４】
　下傾部分５は、ベースボード６の両端縁に一定間隔を置いて内外に平行に引かれた折曲
線１３ａ、１３ｂによって区画された部分であり、立上り部分１２は、ベースボード６の
両端縁に形成される下傾部分５から上方に折り返す外側の折曲線１３ａの先の部分である
。
【００２５】
　保形部分１６は、立上り部分１２の両端縁と立下り部分１１の両端縁との間に残された
ベースボードの四隅の部分であり、立上り部分１２と立下り部分１１とにつながり、立下
り部分１１の端縁をベースボード６の下面側に折曲することにより立上り部分１２と並行
に折り返され、立上り部分１２を上向きに折り返すことによって、起立して立下り部分を
折り曲げ状態に保形する部分である。この実施例において、保形部分１６の外端を斜めに
切り落としているが、四角形のままでも良く、保形部分１６の形状は問わない。
【００２６】
　立上り部分１２を形成する折曲線１３ａは、脚部分９の両端の三角形の部分８を区画す
る折曲線１４ａ、１４ｂの合流点を通り、両折曲線１４ａ、１４ｂの合流点から立上り部
分１２の端縁に伸びる折曲線１４と合流する直線である。前記脚部分９の両端の三角形の
部分８は、ベースボード６から立下り部分１１を下向きに折り返し、立上り部分１２を上
向きに折り返したときに、一定の角度をなして両側に張り出す部分となる。
【００２７】
　本発明は、各折曲線が交差する合流点に各折曲線の位置を頂点とする多角形の開口４を
形成したものである。したがってこの実施例において開口４は、図２に示すように４本の
折曲線１４ａ、１４ｂ、１３ａ、１３ｂが合流し、１本の折曲線１４が交差する位置に形
成されるため、開口形状は５角形となる。開口４は、要するに脚部分９の両端の三角形の
部分８の頂点の尖りをなくすためであるから、外箱に対する当りを和らげることができる
程度の大きさであれば十分である。あまり開口径が大きすぎると、後述するように三角形
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の部分８の側方への張り出し長さが減少することになって好ましくない。
【００２８】
　抑えシート７は、この実施例においては、図１（ｂ）のように、両端をベースボード６
の裏面側に折り返して、その左右側縁（立下り部分の裏面の端縁）に固定しているが、抑
えシート７は、ベースボード６上に物品を押さえつけて定着させるたものものであるから
、要するにベースボード６を横切ってその両端がベースボード６の板面に貼り付けれられ
ていればよいのであって、その貼り付け位置は必ずしもベースボード６の裏面側に折り返
してその裏面に固定する場合に限らない。抑えシート７をベースボード６の裏面側に折り
返してその裏面に貼り付けるときには、貼り付けに際してベースボード６を反転させる必
要があるが、ベースボード６の両側縁に貼り付けることによって、貼り付け作業は容易と
なり、梱包具の生産性を向上できる。なお、抑えシート７の固定に際しては、ベースボー
ド６の紙面に熱溶着固定や接着剤で接着固定するほか、両面テープ等の貼付固定等で取付
けられてもよい。
【００２９】
　また、抑えシート７は、長方形のベースボード６の長辺側に立下り部分１１を設定する
ことが望ましい。長方形のベースボード６の長辺側に立下り部分１１を設定することによ
って、抑えシート７は幅の狭い長方形のベースボード６の板面を覆うに必要な長さで足り
、シートの伸び率が小さく、強い押付け力が得られる。
【００３０】
　また、抑えシート７に伸縮性を有するシートを用いることで可撓性や可塑性等の衝撃や
圧力を吸収、回避することができる。環境への配慮、リサイクル性、衛生性、美粧性等を
考慮すると、抑えシートには、好ましくは熱可塑性樹脂を原料とする透明フィルムが望ま
しい。
【００３１】
　収納物品が薄物でしかも重量物であるときには、衝撃力を受けたときに、抑えシート７
の押圧力に打ち勝ってベースボード６上を横滑りし、端部の立上り部分１２のボード面に
衝突するような事態が考えられる。このような事態を避けるために、フィルムを用いると
きには、材質は問わないが一定以上強度、物性を備えていることが必要になるが、フィル
ムに限らず、不織布、織布あるいはニット等で形成されたものであっても使用することも
可能である。
【００３２】
　次に本発明の梱包具を用いて物品を梱包する要領を説明する。
　図３（ａ）において、まず、両立下り部分１１，１１を最初やや上向きに折り返してベ
ースボード６と、抑えシート７との間を開き、立上り部分１２の面側から開かれたベース
ボード６と、抑えシート７との間に物品１を差し込む。
【００３３】
　ついで、図３（ｂ）に示すように、抑えシート７の張力に抗して両立下り部分１１を、
両開口４，４間をつなぐ折曲線１４ａ、１４ｂに沿って下向きに折り曲げる。これによっ
て、立下り部分１１は、図３（ｃ）に示すように脚部分９がベースボード６に対して直角
に折り曲げられ、脚部分９の両端の三角形部分８が側方に張り出し、さらに底部分１０が
ベースボード６と平行に折り曲げられ、保形部分１６は、立上り部分１２の裏面に重ねら
れる。脚部分９の両端の三角形部分８の尖端には、開口４が開けられているため、三角形
部分８は、尖端部分が欠損し、平坦になって側方に張り出す。抑えシート７は、両側外方
に張り出した三角形部分８及び立下り部分１１に引っ張られて緊張し、脚部分９で直角に
折曲される。
【００３４】
　ついで、図３（ｄ）において、両開口４，４間をつなぐ折曲線１３ａに沿って立上り部
分１２をベースボード６の両端縁から上向きに折り返すと、立上り部分１２の折り返しに
よって、保形部分１６は立上り部分１２の外面にあてがわれたまま立上り部分１２と一体
に起立し、立上り部分１２を手で掴んでいる限り保形部分１６はその起立姿勢を保ち、立
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下り部分１１の脚部分９をベースボード６に対して直角姿勢に保形し、底部分１０を平行
姿勢に保形する。両立上り部分１２、１２を起立姿勢に保持することによって、抑えシー
ト７は、立上り部分１２の基部の下傾部分５で折り曲げられ、立下り部分１２側では脚部
分９で直角に折曲されて緊張し、物品１を圧着してベースボード６上の定位置に保持させ
る。そのまま図４のように物品を包んだ梱包具２を外箱３内にいれ、外箱３を施蓋して梱
包を完了する。
【００３５】
　本発明において、ベースボード６を折曲して梱包具に組立てる場合に、各折曲線でベー
スボードを折曲すると、特に複数本の折曲線が交差する四隅においては、各折曲線は、開
口４の多角形の各頂点を基点としておのずから折曲されるため、予め定められた折曲線か
らずれることなく正規の折曲線に沿って正しく折り曲げることができ、組立てられた梱包
具に変形が生じることなく、正規の形状に確実に組立てることができる。物品１は、梱包
具２に支えられて外箱３内に格納されるが、梱包具２の立上り部分１２および立下り部分
１１は、ベースボード６の端縁部分の折り曲げによるため、復元力を保有し、特に立下り
部分１１には、抑えシート７の緊張による強い復元力が働き、外箱３の下底を押付け、立
下り部分１２に作用する抑えシート７の復元力をもって、立上り部分１２は、外箱３の上
底面に圧接される。
【００３６】
　これによって、ベースボード６上の物品１は、外箱３内に収容された状態で、抑えシー
ト７の押圧力を受けてベースボード６上の定位置に安定に支持されるが、本発明において
はさらに、ベースボード６の下面には、立下り部分１１の脚部分９の立上り高さの緩衝空
間が形成され、また、ベースボード６の側方には両脚部分９の両端の三角形部分８が側方
へ張り出すが、その三角形部分８は、図５に示すように先端部分が欠損して尖端がなくな
るため、外箱３の内面に局部的な応力が作用することがなく、したがって外箱３を破損さ
せない。
【００３７】
　本発明によれば、物品を搭載したベースボード６の物品搭載面の上下、両側方にも自ず
から緩衝空間が形成され、これらの空間が外箱３に加えられる衝撃を吸収して物品１を破
損から有効に保護できる。さらに、抑えシート７に一定以上の強度が確保されていれば、
収納物品が、たとえ薄物でしかも重量物であっても、外箱３側から衝撃力を受けたときで
も物品がベースボード６上を横滑りすることがなく、安定に定位置に保持して外部からの
衝撃の影響をなくすことができる。
【００３８】
　なお、図１中、Ａにて示す円形内部の線の方向は、ダンボール紙のフルートの方向を示
している。ダンボール紙は、フルートに沿う方向は、相対的に弱い力で折り曲がるが、フ
ルートに直交する方向に折り曲げるには、相対的に強い力を必要とする。
【００３９】
　本発明において、図６のように立上り部分に横長のスリット１７を開口すれば、その開
口を梱包具２を掴むための把手として利用できる。また、このスリット１７を通して抑え
シート７を一方の立上り部分１２の外面に折り返し、その折り返し端を立上り部分１２に
固定すれば、抑えシート７とベースボード６とは３辺が閉じられるため、物品の脱落をよ
り確実に防止できる。さらに、スリット１７を通して抑えシート７を一方の立上り部分の
外面に固定し、他方の抑えシート７を対向側の立上り部分１２に脱着可能に固定すること
によって、物品の梱包後、抑えシート７の４辺を固定することもできる。
【実施例２】
【００４０】
　図７は、実施例１における保形部分１６を上面開放の箱体（あるいは型枠）に利用する
例である。図７において、立上り部分１２側には、脚部分９と、底部分１０とを区画する
折曲線１４ａ、１４ｂの合流点から端を発して折曲線１４ａ、１４ｂと対称に立上り部分
１２及び保形部分１６の端縁に伸びる折曲線１４ｃ、１４ｄを付し、さらに、立上り部分
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１２には、前記２本の折曲線１３ａ、１３ｂのほか、その外側に第３の折曲線１３ｃを付
している。したがって、この実施例においては、前記脚部分９の両端の三角形の部分８を
区画する折曲線１４ａ、１４ｂの合流点には、図８に示すように対向側から延びる２本の
折曲線１４ｃ、１４ｄが合流し、その合流点に各折曲線を頂点とする多角形の開口１５が
形成される。したがってこの実施例において開口１５は、４本の折曲線１４ａ、１４ｂ、
１４ｃ、１４ｄが合流し、１本の折曲線１３ａが交わる位置に形成されるため、その開口
形状は６角形となる。
【００４１】
　この実施例の梱包具を用いて物品を梱包するときには、図９（ａ）において、前実施例
と同様の操作でベースボード６と、抑えシート７との間に物品１を差し込む。ついで、図
９（ｂ）のように折曲線１４ａ、１４ｂの折り曲げによって脚部分９と、底部分１０とを
形成すると同時に折曲線１４ｃ、１４ｄで立上り部分１２及び保形部分１６を折曲し、箱
体の側壁１８及び端面１９を形成し、ついで立上り部分１２を起立させると、図９（ｃ）
のように梱包具の両端には、上面開放の箱体が形成され、脚部分９の両端には側方に張り
出した三角形部分８ａが形成され、立上り部分１２の両側縁には、側方に張り出した三角
形部分８ｂが形成される。
【００４２】
　そして、三角形の部分８ａ、８ｂは、いずれもその尖端が欠損した平坦面となる。した
がって、物品を格納した梱包具を外箱内に収容したときには、図１０のように脚部分９お
よび立上り部分１２から側方に張り出す三角形部分８ａ、８ｂは、その尖端が欠損して端
面が平坦となるため、これに向き合う外箱３の内面を傷つけることがない。なお、立上り
部分に形成される箱体内には例えばノートパソコンの配線コードその他の部品類を収納す
ることができる。立上り部分１２に形成される保形部分１６の箱体は部品の収納用にとど
まらず、梱包具を２段以上積み重ねて外箱３内に収納する場合に上段の梱包具を隔離する
ためのスペーサとして利用することもできる。
【００４３】
　この実施例においても、前実施例と同様に立上り部分に横長のスリットを開口して梱包
具を掴むための把手として利用できるほか、スリットを通して抑えシートを一方の立上り
部分の外面に固定し、他方の抑えシートを対向側の立上り部分に脱着可能に固定すること
によって、物品の梱包後、抑えシートの４辺を固定することも可能である。
【００４４】
　本発明は、ノートパソコンの運送用梱包具としてだけでなく、同様の形態の電子機器類
の運送用梱包具、食器などのわれものの運送用梱包具として利用できるのは云うまでもな
い。また、抑えシートに透明シートを用いることによって梱包物品の状態を外部から透視
できる。本発明の運送用梱包具は、物品の運搬、とくに宅配便用の梱包具としてきわめて
有効である。
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